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研究成果の概要（和文）：本研究は、健康医療情報の見やすさ、読みやすさ等の処理流暢性が、身体活動、ワク
チン接種、がん検診の行動に与える影響を検討し、ワクチン接種、がん検診の情報におけるリーダビリティ研究
を概観し、健康医療情報の見やすさ、読みやすさ等の処理流暢性を評価し改善することの重要性を学術論文やメ
ディアを通じて発信した。また、健康医療情報の理解しやすさと行動しやすさを評価する尺度であるThe 
Patient Education Materials Assessment Toolの日本版を開発した。

研究成果の概要（英文）：This study examined the impact of processing fluency of health information 
on physical activity, vaccination, and cancer screening behaviors, reviewed readability studies in 
vaccination and cancer screening information, and advocated the importance of assessing and 
improving processing fluency of health information through academic papers and media. We also 
developed a Japanese version of The Patient Education Materials Assessment Tool, a scale to evaluate
 the understandability and actionability of health information.

研究分野：ヘルスコミュニケーション学

キーワード： 医療コミュニケーション学

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
健康医療情報の見やすさ、読みやすさ等の重要性は指摘されてきたものの、学術的な枠組みに基づく議論は乏し
かった。本研究は心理学分野の処理流暢性に関する研究を理論的枠組みとし、健康医療情報の処理流暢性が行動
変容に与える影響を検討した。また、The Patient Education Materials Assessment Tool日本版の開発は、市
民・患者向け健康医療情報の理解しやすさと行動しやすさの改善に貢献をもたらし、大きな社会的意義を有す
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
ヘルスプロモーションにおけるヘルスリテラシーの重要性が指摘されている。ところが、先行研
究は日本人のヘルスリテラシーが低いことを示している。また、申請者のこれまでの研究は、健
康医療情報が市民・患者にとって見にくく読みにくいことを示している。海外で先行する処理流
暢性研究は、健康医療情報の見にくさや読みにくさが、市民・患者の行動変容を阻害する可能性
を示唆している。人々は、見やすさや読みやすさ（処理流暢性）のメタ認知的経験を判断の材料
に使い、意思決定を行うからだ。しかし、国内の関連研究は申請者の業績を除いて皆無であった。
健康医療情報の見やすさ、読みやすさ等の重要性は指摘されてきたものの、学術的な枠組みに基
づく議論は乏しかった。本研究は心理学分野の処理流暢性に関する研究を理論的枠組みとし、健
康医療情報の処理流暢性が行動変容に与える影響を検討した。 
 
 
２．研究の目的 
【目的１】健康医療情報の見やすさ、読みやすさ、理解しやすさの処理流暢性が、情報の受け手
の行動変容に与える影響を検討する。 
 
【目的２】処理流暢性の高い健康医療情報を作成するための保健医療従事者向けガイドライン
を制作し、見やすく読みやすく理解しやすい健康医療情報の発信の基盤を整備する。 
 
 
３．研究の方法 
 処理流暢性研究のシステマティックレビュー 
 ワクチン情報、がん検診情報のリーダビリティ研究のシステマティックレビュー 
MEDLINE, Cumulative Index to Nursing and Allied Health Literature (CINAHL), PsycINFO, 
PsycARTICLES の文献データベースから網羅的キーワード検索によって関連文献を抽出し、定性
的なレビューを実施した。 
 
 健康医療情報の処理流暢性が一般市民の行動変容の意図に与える影響を検討するランダム
化比較研究 

インターネット調査会社の登録モニターを対象に、ランダム化比較研究を実施した。対照群の参
加者は、既存の健康情報サイトから抜粋したエクササイズの説明文を閲覧した。介入群の参加者
は、その説明文を読みやすくリライトした文章を閲覧した。エクササイズの行動意図、セルフエ
フィカシー等のアウトカムを測定し、群間で比較した。 
 
 The Patient Education Materials Assessment Tool（PEMAT）日本版の開発（信頼性・妥当
性の検証） 

原著者から翻訳許可を得て、日本語訳および内容妥当性を検討した。複数の評価者が健康医療関
連のパンフレット 100 件、動画 50 件を PEMAT を用いて評価し、評価者間信頼性を検討した。イ
ンターネット調査会社の登録モニターを対象にランダム化比較研究を実施し、妥当性を検討し
た。 
 
 
４．研究成果 
ワクチン情報、がん検診情報のリーダビリティ研究のシステマティックレビューでは、多くの研
究で当該情報のリーダビリティ（読みやすさ）が推奨レベル以下で「読みにくい」という現状を
明らかにした。この論文はヘルスコミュニケーション学の国際学術雑誌に掲載され、同誌の編集
長が執筆した意見論文にも取り上げられた。 
 
健康医療情報の処理流暢性が一般市民の行動変容の意図に与える影響を検討するランダム化比
較研究では、読みやすいエクササイズ情報を読んだ参加者は、読みにくいエクササイズ情報を読
んだ参加者よりも、エクササイズに対するセルフエフィカシーが高まったことを示した。この研
究は健康心理学の国際学術雑誌に掲載された。 
 
アメリカ医療研究品質局（AHRQ）が公開していた The Patient Education Materials Assessment 
Tool を日本語に翻訳し、尺度として十分な信頼性・妥当性が得られた。PEMAT 日本版を用いて理



解しやすい、行動しやすいと評価された健康医療情報は、一般集団にとっても、理解しやすく行
動しやすい資料であることが示された。この成果を国際学術雑誌に投稿中であり、受理され次第、
日本版 The Patient Education Materials Assessment Tool を一般公開する予定である。 
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